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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
結
成
が
一
九
八
三
年
九
月
、

現
地
活
動
の
開
始
が
翌
年
五
月
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
」
は
日
本
か
ら
遠
い
存
在
だ
っ
た
。

　

当
時
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
（
一
九
七
九
―
八
九
）

と
ソ
連
軍
撤
退
が
一
時
的
に
世
界
を
沸
か
せ
、
忘

れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
経
過
を
回
顧
す

る
の
は
、
気
が
進
ま
な
い
。
恐
れ
た
破
局
が
確
実

に
現
実
化
し
て
ゆ
く
過
程
は
、
人
間
の
愚
か
さ
を

た
ど
る
だ
け
で
、
元
気
の
出
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

大
国
の
利
の
た
め
に
武
力
や
謀
略
が
横
行
し
、

無
数
の
犠
牲
を
出
し
た
。
そ
し
て
、
犠
牲
の
殆
ど

が
罪
の
な
い
弱
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
愚
行
が
正
当

化
さ
れ
、
拡
大
し
て
現
在
に
連
続
し
て
い
る
。
信

ず
べ
き
「
正
義
」
は
死
ん
だ
。

　

怪
し
げ
な
進
歩
発
展
を
謳
歌
す
る
時
代
は
終
わ

っ
た
。
今
や
人
が
カ
ネ
を
使
う
の
で
は
な
く
、
カ

ネ
が
人
を
動
か
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
国

が
滅
び
よ
う
と
、
生
命
が
犠
牲
に
さ
れ
よ
う
と
、

利
の
た
め
な
ら
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
姿
は
、
自
滅

の
道
を
驀
進
す
る
恐
怖
の
戯
画
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
破
滅
へ
の
運
動
は
、
容
易
に
私

た
ち
を
誘
惑
す
る
。
刹
那
的
な
繁
栄
で
物
欲
が
刺

激
さ
れ
、
人
為
の
架
空
が
独
り
歩
き
す
る
。
こ
の

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
に
と
ど
ま
る
限
り
、
表

裏
に
あ
る
暗
い
不
安
も
消
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

医
学
を
含
め
、
今
日
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
最
大
の
課
題
は
、「
自
然
と
人
間
の
共
存
」

で
あ
る
。
私
た
ち
は
自
然
を
操
作
し
、
人
の
意
に

従
え
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。
そ
れ
が
文
明
の
発

展
で
あ
り
、
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
最
善
の
道
だ
と

教
え
ら
れ
て
き
た
。

　

だ
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
見
る
限
り
、
事
態

は
そ
う
で
も
な
い
。
自
然
と
は
人
の
命
運
を
も
支

配
す
る
摂
理
で
あ
り
、
人
の
意
識
の
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
一
線
を
画
し
て
厳
存
す
る
。

　

私
た
ち
は
荒
唐
無
稽
な
カ
ル
ト
集
団
の
考
え
を

ＰＭＳ総院長／ペシャワール会現地代表　中村 哲

必要なものは多くはない。恐らく、変わらずに輝き続けるのは、命を愛惜し、
身を削って弱者に与える配慮、自然に対する謙虚さである。現地事業がその思
いに支えられる限り、恐れるものは何もない。

二
〇
一
一
年
度
を
振
り
返
っ
て

沙漠横断水路。木々の成長で、主幹水路が砂で埋めつぶされることがなくなり、
年を重ねるごとに用水路は強くなっている（2012 年 4 月）

自然とは人の命運をも
支配する摂理である

2011年度現地事業報告



3 ペシャワール会報　No.112 2012 年 7 月 4 日

笑
う
が
、
時
代
が
共
有
す
る
迷
信
や
倒
錯
か
ら
誰

も
自
由
で
は
な
い
。
近
代
技
術
が
長
足
の
進
歩
を

遂
げ
た
今
日
、
と
も
す
れ
ば
、
科
学
技
術
が
万
能

で
、
人
間
の
至
福
を
約
束
す
る
か
の
よ
う
な
錯
覚

に
陥
り
が
ち
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
自

然
を
無
限
大
に
搾
取
で
き
る
対
象
と
し
て
生
活
を

考
え
、
謙
虚
さ
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

自
然
は
そ
れ
自
身
の
理
に
よ
っ
て
動
き
、
人
間
同

士
の
合
意
や
決
ま
り
事
と
無
関
係
で
あ
る
。

　

大
震
災
を
経
て
、
市
場
経
済
の
破
た
ん
が
世
界

中
で
さ
さ
や
か
れ
る
今
、
命
は
た
だ
単
に
経
済
発

展
や
技
術
進
歩
だ
け
で
守
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、

さ
さ
や
か
な
確
信
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
新
た
な
模
索
も
ま
た
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
静
か
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
声
は
今

で
こ
そ
小
さ
く
と
も
、
や
が
て
は
人
類
生
存
を
か

け
た
大
き
な
潮
流
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

必
要
な
も
の
は
多
く
は
な
い
。
恐
ら
く
、
変
わ

ら
ず
に
輝
き
続
け
る
の
は
、
命
を
愛
惜
し
、
身
を

削
っ
て
弱
者
に
与
え
る
配
慮
、
自
然
に
対
す
る
謙

虚
さ
で
あ
る
。
現
地
事
業
が
そ
の
思
い
に
支
え
ら

れ
る
限
り
、
恐
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
。

　

こ
の
一
年
間
、
立
場
を
超
え
て
人
の
温
も
り
と

良
心
に
励
ま
さ
れ
、
無
事
経
過
し
た
こ
と
を
、
感

謝
を
以
て
報
告
し
、
一
二
年
度
も
更
に
力
を
尽
く

し
て
ゆ
き
た
い
。

　

気
候
変
動

　

一
〇
年
八
月
に
発
生
し
た
空
前
の
大
洪
水
は
イ

ン
ダ
ス
河
流
域
で
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
取
水
設
備
も
至
る
所
で
改
修
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
し
か
し
、
一
一
年
秋
か
ら
河
の
水
位
が
急

速
に
下
降
、
逆
に
渇
水
状
態
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
小
麦
の
作
付
け
を
断
念
し
た
農
家
が
多

か
っ
た
。

　

ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
麓
全
体
で
、
従
来
は
な

か
っ
た
気
候
変
化
が
明
ら
か
に
進
行
し
て
い
る
。

秋
一
〇
月
の
局
地
的
豪
雨
や
春
五
月
の
台
風
並
み

の
砂
嵐
な
ど
は
、
以
前
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
全

体
に
動
き
が
大
き
く
、
予
測
し
が
た
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

　

一
二
年
二
月
に
は
渇
水
か
ら
一
転
、
久
々
の
豪

雪
と
寒
気
が
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
東
南
部

を
襲
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
旱
魃
の
終
息
を
意
味

し
な
い
。
気
温
上
昇
や
夏
の
長
雨
で
容
易
に
河
川

が
氾
濫
す
る
。
主
に
カ
ー
ブ
ル
河
本
川
で
春
の
雪

解
け
が
洪
水
を
成
し
、
一
二
年
四
月
二
〇
日
、
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
が
記
録
的
な
洪
水
に
襲
わ
れ
た
。

同
市
は
一
〇
年
八
月
の
洪
水
に
も
影
響
が
な
か
っ

た
地
域
で
あ
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
の
気
候
変
化
＝
渇
水
と

洪
水
の
極
端
な
同
居
、
そ
れ
に
伴
う
取
水
困
難
と

農
業
生
産
の
低
下
が
、
直
面
す
る
最
大
問
題
で
あ

マルワリード用水路流域の変化。
下はガンベリ沙漠横断路開通直後
（2009年8月）、左は２年半後（2012
年 4 月）

二
〇
一
一
年
度
の
概
況
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る
こ
と
を
改
め
て
印
象
づ
け
た
。

　

復
興
と
撤
退

　

一
一
年
は
欧
米
軍
撤
退
へ
の
動
き
が
加
速
し
た
。

民
間
人
の
犠
牲
者
が
急
増
す
る
一
方
で
、
外
国
軍

兵
士
も
規
律
の
弛
緩
や
自
殺
が
目
立
ち
、
末
期
状

態
を
印
象
づ
け
た
。
欧
州
軍
を
中
心
に
撤
退
ム
ー

ド
が
徐
々
に
高
ま
り
、「
治
安
権
限
移
譲
」
地
域

が
更
に
増
え
た
。
東
部
ア
フ
ガ
ン
の
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
地
の
殆
ど
が
対
象
地

区
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
上
軍
の
移
動
が
減
っ
て
も
、「
誤

爆
」
は
日
常
的
に
続
い
て
お
り
、
市
民
の
犠
牲
は

減
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
冒
瀆
す

る
心
な
い
事
件
が
相
次
ぎ
、
外
国
兵
に
対
す
る
反

感
は
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
軍
や
警
察
、
官
僚
の
育
成
は
、
欧
米
軍
が
浮

き
足
立
ち
、
即
席
に
は
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
東
部
農
村
で
は
、
国
家
機
能
が
マ
ヒ

状
態
に
近
く
、
都
市
部
の
治
安
も
更
に
悪
化
し
て

い
る
。
東
部
農
村
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
更
に
少
な

く
な
っ
た
。

　

無
人
機
攻
撃
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
混
乱

　

一
一
年
五
月
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
被
疑
者
が
殺
害

さ
れ
る
頃
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
沿
い
を
中
心
に
無

人
機
爆
撃
が
活
発
と
な
っ
た
。
反
政
府
指
導
者
が

潜
む
場
所
だ
と
判
断
さ
れ
る
と
、
家
屋
や
集
落
ご

と
葬
り
去
る
も
の
で
、
巻
き
添
え
を
食
ら
っ
た
家

族
や
市
民
の
犠
牲
は
膨
大
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
一
年
秋
、「
友
軍
」
で
あ
る
は
ず
の
パ
キ
ス

タ
ン
部
隊
が
国
境
付
近
で
無
人
機
に
攻
撃
さ
れ
、

多
大
の
犠
牲
を
出
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）の
軍
需
物
資
の

輸
送
拒
否
を
以
て
応
じ
、
無
人
機
に
対
す
る
抗
議

の
声
を
強
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍

事
行
動
が
著
し
く
制
約
さ
れ
、
代
っ
て
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
経
由
の
輸
送
が
増
加
し
た
。
カ
イ
バ
ル
峠
を

越
え
る
補
給
路
を
め
ぐ
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
パ
キ

ス
タ
ン
政
府
と
の
関
係
が
一
時
緊
張
し
た
。

　

無
政
府
状
態
の
拡
大
と
農
村
自
治

　

反
政
府
勢
力
と
の
交
渉
で
は
、
米
軍
が
一
転
し

て
ア
フ
ガ
ン
政
府
の
頭
越
し
に
タ
リ
バ
ン
代
表
と

交
渉
し
始
め
、
情
勢
を
複
雑
に
し
た
。
も
と
も
と

和
平
交
渉
は
ア
フ
ガ
ン
政
府
が
以
前
か
ら
提
唱
し

て
い
て
、
こ
の
た
め
の
定
期
委
員
会
も
発
足
さ
せ

て
い
た
が
、
こ
の
渦
中
で
政
府
側
代
表
（
前
大
統

領
ラ
バ
ニ
師
）が
暗
殺
さ
れ
た
。
タ
リ
バ
ン
側
は

「
外
国
軍
引
き
上
げ
を
条
件
」
と
す
る
姿
勢
を
崩

し
て
い
な
い
。

　

軍
規
も
弛
緩
し
が
ち
で
、
外
国
兵
に
よ
る
猟
奇

的
な
殺
人
事
件
、
日
常
的
な
誤
爆
、
無
意
味
な
虐

待
な
ど
が
横
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
激
怒
し
た

ア
フ
ガ
ン
軍
兵
士
や
警
察
官
が
、
欧
米
兵
を
狙
撃

す
る
事
件
も
相
次
い
だ
。

　

一
般
農
民
と
タ
リ
バ
ン
兵
を
区
別
す
る
の
は
も

は
や
不
可
能
で
あ
り
、「
タ
リ
バ
ン
対
国
際
軍
」

と
い
う
図
式
も
不
明
確
で
あ
る
。
反
政
府
勢
力
は
、

ア
フ
ガ
ン
系
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
が
入
り
乱
れ
た
上
、

旧
軍
閥
や
犯
罪
者
、
タ
リ
バ
ン
を
名
乗
る
謀
略
が

加
わ
り
、
分
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
要
す
る
に
秩
序
と
平
和
が
欲
し
い
」
と
述
べ
る

者
が
普
通
で
、
外
国
の
軍
事
干
渉
が
混
乱
の
元
凶

だ
と
皆
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
東
部
ア
フ
ガ
ン
農
村
は
、
従
来
か
ら

あ
っ
た
自
治
性
（
＝
地
縁
に
よ
る
結
束
）を
一
層

強
め
る
傾
向
に
あ
る
。
各
自
治
会
を
中
心
に
、
こ

ベスード第一取水口。カーブル政府灌漑局の調査団は、これを完全に新
しいシステムと高く評価した（2012 年 2 月）



5 ペシャワール会報　No.112 2012 年 7 月 4 日

の
地
縁
関
係
は
党
派
を
超
え
て
成
立
し
、
農
村
秩

序
の
唯
一
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
近
郊

で
は
大
っ
ぴ
ら
な
買
収
工
作
、
投
機
的
な
土
地
の

売
買
な
ど
で
富
裕
層
が
潤
っ
て
格
差
が
広
が
り
、

自
治
の
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
大
半
の
農

村
で
は
長
老
会
が
健
在
で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
現
地
活

動
の
実
質
的
な
安
全
保
障
も
ま
た
、
地
域
自
治
会

と
の
関
係
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

＝
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
予
算
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

一
〇
年
度
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
共
同
事
業
の
河
川
工

事
が
継
続
さ
れ
た
た
め
、
規
模
は
発
足
以
来
最
大

と
な
っ
た
。
治
安
悪
化
は
事
業
進
行
に
殆
ど
影
響

し
な
か
っ
た
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
変
わ
ら
ず
に
続
け
ら

れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
治
療
の
場
を
再
建
す
る

こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

　

灌
漑
事
業
は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
最
終

段
階
で
あ
る
保
全
態
勢
に
着
手
す
る
と
共
に
、
隣

接
地
域
の
安
定
灌
漑
を
め
ざ
し
、
取
水
堰
及
び
一

連
の
取
水
シ
ス
テ
ム
（
取
水
門
・
主
幹
水
路
・
調

節
池
・
送
排
水
門
・
関
連
護
岸
な
ど
）の
建
設
が

次
々
と
進
め
ら
れ
た
。

　

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
墾
は
、
一
一
年
五
月
の
砂
嵐

と
同
年
一
〇
月
の
鉄
砲
水
、
一
一
月
の
ク
ナ
ー
ル

河
渇
水
で
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
防

砂
林
の
植
樹
を
活
発
化
し
、
給
排
水
路
の
整
備
が

更
に
行
わ
れ
た
。
用
水
路
は
事
実
上
シ
ギ
村
落
ま

で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
二
年
四
月
、
洪

水
路
横
断
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

　

長
い
対
立
が
続
い
て
い
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
対
岸

･
カ
シ
コ
ー
ト
地
域
は
、
一
一
年
一
〇
月
に
和
解

が
実
現
し
、
一
二
年
二
月
、
大
洪
水
で
破
壊
さ
れ

た
主
幹
水
路
復
旧
と
取
水
堰
と
一
連
の
取
水
シ
ス

テ
ム
建
設
を
め
ざ
し
て
護
岸
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
穀
倉
地

帯
（
耕
地
一
万
六
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
六
五
万

人
）の
復
活
と
安
定
灌
漑
を
め
ざ
す
「
緑
の
大
地

計
画
」
は
、
ほ
ぼ
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
た
。

１
．
医
療
事
業

　

最
後
の
拠
点

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
残
っ
た
唯
一
の
診
療
所
が
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
で
あ
る
。
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
（
ク
ナ
ー
ル
州
）、

ワ
マ
（
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
）は
戦
場
と
な
っ
て
久

し
く
、
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

一
二
年
、
同
渓
谷
は
「
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
」
と

し
て
、
独
立
し
た
行
政
区
画
と
な
っ
た
。
旧
シ
ェ

イ
ワ
郡
の
人
口
が
爆
発
的
に
増
え
、
管
理
が
行
き

届
か
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
診

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
概
況

ガンベリ沙漠の排水路敷設工事。排水路が整備されると、湿害の心配
がなくなり、農場の開墾地を増やすことができる（2012 年 4 月）

未治療患者の菌検査をする中村医師（ジャララバード宿舎にて）
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療
所
か
ら
小
病
院
へ
の
格
上
げ
が
問
題
に
な
っ
た

が
、
行
政
手
続
き
が
煩
瑣
な
割
に
実
が
伴
わ
な
い

と
判
断
、
時
期
を
う
か
が
っ
て
い
る
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
旧
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
は
、
唯
一
残

さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
施
設
と
し
て
重
き
を
な

し
て
い
た
。
だ
が
、
戦
乱
で
同
病
院
を
も
失
っ
た

現
在
、
同
病
の
治
療
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

一
二
年
三
月
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
側
か
ら
照
会
が

あ
り
、
未
治
療
の
患
者
が
送
ら
れ
て
き
た
。
ア
フ

ガ
ン
東
部
、
と
く
に
ク
ナ
ー
ル
州
は
ハ
ン
セ
ン
病

最
多
発
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
政
府

状
態
で
本
格
的
な
動
き
が
で
き
ず
、
と
り
あ
え
ず

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
一
角
を
使
用
す
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
。

　

治
療
薬
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
保
健
省
の
倉
庫
に

眠
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
が
、
行
政
側
に
訴
え
、

そ
の
出
方
を
見
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ン
側
で
は
、
結

核
と
統
合
し
た
対
策
が
表
向
き
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
診
断
・
治
療
で
き
る
医
療
関
係
者
が
皆
無
で
、

事
実
上
放
置
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ル
と
バ
ー
ミ

ヤ
ン
で
長
く
活
動
し
て
い
た
ド
イ
ツ
系
医
療
団
体

は
既
に
な
く
、
期
待
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
集
中
し
た
。

　

州
保
健
省
は
興
味
を
示
し
、
そ
の
主
催
で
指
導

的
な
医
師
層
を
対
象
に
私
中
村
が
講
義
を
行
っ
た

も
の
の
、
実
態
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
政
情
下
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
ど
こ
ろ
で
な

い
」
と
い
う
の
も
本
当
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
て
下
手
に

動
け
ば
現
地
活
動
全
局
に
影
響
が
出
る
。
し
ば
ら

く
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
小
規
模
な
診
療
を
始

め
て
静
観
し
、
患
者
数
が
無
視
で
き
な
い
状
態
に

な
れ
ば
、
再
度
行
政
側
に
打
診
、
何
ら
か
の
方
策

を
立
て
る
。

　

一
一
年
度
の
診
療
内
容
は
別
表
１
の
通
り
。

２
．
灌
漑
事
業

①
取
水
堰
と
護
岸

　

一
〇
年
の
大
洪
水
に
引
き
続
き
、
季
節
外
れ
の
集

中
豪
雨
、
記
録
的
な
砂
嵐
被
害
、
渇
水
、
豪
雪
、
春

先
の
洪
水
と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
自
然
の
変
化
に
振
り

回
さ
れ
、
昨
年
度
以
上
の
努
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

一
〇
年
九
月
に
立
て
た
計
画
は
以
下
の
通
り
で
、

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
堰
だ
け
を
除
き
、
一
一
年
度

表１　診療数及び検査件数

国名 アフガニスタン

地域名 ナンガラハル州

施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 52,420 

【内訳】　　 　一般 43,268 

　　　ハンセン病 1 

　　　　てんかん 524 

　　　　　　結核 295 

　　　マラリア 5,412 

外傷治療総数 2,920 

入院患者総数 1

検査総数 11,998 

【内訳】　 血液一般 811 

尿 2,257 

便 2,842 

ハンセン病塗沫検査 2 

抗酸性桿菌 250 

マラリア 5,372 

リーシュマニア 246 

その他 218 

心電図 ―

超音波検査 ―

ガンベリ沙漠の給水塔（平和ヶ丘）。用水路の水を 15m 揚水し、傾斜を
利用した水やりは防砂林の保全を容易にした（2012 年 4 月）
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末
ま
で
に
予
定
工
事
を
全
て
完
了
し
た
。

一
．
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
堰
･
水
門
の
全
面
改

修
二
．
カ
マ
第
一
取
水
門
補
修
・
堰
の
全
面
改
修

三
．
カ
マ
第
二
取
水
口
の
建
設

四
．
カ
マ
第
二
用
水
路
・
主
幹
一
㎞
建
設

五
．
カ
マ
用
水
路
対
岸
の
護
岸
工
事
と
取
水
堰

六
．
ベ
ス
ー
ド
第
一
取
水
堰
及
び
一
連
の
取
水

シ
ス
テ
ム
（
カ
ー
ブ
ル
河
）建
設

七
．
シ
ェ
イ
ワ
取
水
堰
の
河
道
回
復
工
事

八
．
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
土
石
流
路
の
護
岸
工
事

　

カ
マ
郡
・
ベ
ス
ー
ド
郡
の
安
定
灌
漑

　

こ
の
結
果
、
カ
マ
郡
と
ベ
ス
ー
ド
郡
全
域
で
安

定
灌
漑
を
実
現
し
た
。
こ
れ
は
長
年
の
悲
願
で
あ

っ
た
が
、
難
航
す
る
と
見
ら
れ
た
カ
マ
第
二
、
ベ

ス
ー
ド
第
一
取
水
堰
及
び
一
連
の
取
水
シ
ス
テ
ム

の
建
設
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
共
同
事
業
と
し
て
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ー
ド
郡
の
う
ち
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
は
、

三
・
五
㎞
の
護
岸
工
事
が
完
了
し
た
。
河
道
変
遷

で
日
常
的
に
洪
水
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
タ
プ
ー
地

域
が
守
ら
れ
、
タ
プ
ー
堰
の
建
設
で
安
定
灌
漑
を

も
保
障
し
た
。

「
渇
水
・
洪
水
の
両
者
に
耐
え
る
堰
」
は
、
現
地

農
民
の
夢
で
あ
り
、
緑
の
大
地
計
画
発
足
以
来
の

最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
一
連
の

工
事
に
よ
っ
て
、
日
本
の
伝
統
技
術
を
範

と
し
て
完
成
度
が
高
く
な
り
、
現
在
の
程

度
の
水
位
変
動
な
ら
十
分
に
機
能
す
る
こ

と
が
立
証
さ
れ
た
。

　

今
後
、
こ
の
取
水
シ
ス
テ
ム
を
他
の
場

所
に
拡
大
す
れ
ば
、
相
当
の
農
業
復
興
が

期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

カ
シ
コ
ー
ト
取
水
堰･

用
水
路
計
画

　

一
一
年
一
〇
月
、
長
く
対
立
が
続
い
た

対
岸
･
カ
シ
コ
ー
ト
自
治
会
と
の
和
解
が

成
立
し
た
。
対
立
の
原
因
は
河
川
工
事
を

め
ぐ
る
も
の
で
、
ク
ナ
ー
ル
河
右
岸
の
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
側
ば
か
り
が
恩
恵
に
及
ぶ
不

公
平
感
が
あ
っ
た
。
実
際
、
カ
シ
コ
ー
ト

は
最
貧
困
地
帯
の
一
つ
で
、
緑
の
大
地
計

画
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
著
し

い
交
通
不
便
も
あ
っ
て
、
事
業
が
開
始
で

き
な
い
で
い
た
。

　

一
〇
年
の
大
洪
水
は
、
カ
シ
コ
ー
ト
で

も
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。
加
え
て
前
年
〇
九

年
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（
米
軍
地
域
復
興
チ
ー
ム
）

の
橋
が
ク
ナ
ー
ル
河
の
極
め
て
狭
い
場
所

に
架
け
ら
れ
た
た
め
、
激
し
い
堰
上
が
り

を
生
じ
て
広
範
囲
が
冠
水
、
橋
は
折
れ
、

主
幹
水
路
が
濁
流
に
消
え
た
。
主
要
河
道

が
大
き
く
村
落
に
侵
入
し
、
年
々
浸
食
が

進
ん
で
い
た
う
え
、
自
力
で
取
水
口
や
主

表２　2011 年度　「緑の大地計画」の動き
2011 上半期 2011 下半期

2011 年 4 ～ 9 月 2011 年 10 ～ 12 月 2012 年 1 ～ 3 月
カマ I & II堰 植樹 カマ II 堰改修

ベスード 護岸 洪水進入路 天端造成 河道回復、水制新設、ドレーン工
タプー堰 堰造成、主幹水路 700m

ベスードⅠ堰 巨石輸送・交通路建設 通水後に水門・堰・沈砂池造成

マルワリード流域

植樹 ･防砂林 給水塔 I 建設 給水塔 II 建設、果樹園着手
排水路 洪水路建設 第 3排水路整備
シギ村落 シギ堰回復 シギ送水サイフォン着工
ジャリババ洪水路 幅 14mから 35mに拡大
D沈砂池 浚渫 洪水流入 沈砂池改修工事

シェイワ流域 シェイワ河道回復
カシコート ショートカット工事 河道移動、旧堤防撤去

医療関係 ハンセン病問題

周辺の動き
ダラエヌール村落間紛争 シギ ･シェイワ間抗争 女子学童襲撃事件

ＰＭＳ･カシコート和解 反米暴動
ISAF治安権限移譲
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幹
水
路
の
復
旧
を
行
う
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

一
〇
ヶ
村
の
う
ち
六
ケ
村
が
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
難

民
化
を
決
定
し
て
い
た
。

　

一
一
年
一
〇
月
、
窮
し
た
カ
シ
コ
ー
ト
自
治
会

が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
救
援
を
求
め
て
謝
罪
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
側
が

支
援
を
確
約
し
た
。
翌
一
二
年
二
月
、
予
備
工
事

の
河
道
回
復
が
大
々
的
に
開
始
さ
れ
、
取
水
堰
、

主
幹
水
路
の
本
工
事
は
一
二
年
一
〇
月
に
始
め
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
難
民
化
を
決
め
て
い
た

村
々
は
、
留
ま
る
に
至
っ
た
。

　

そ
の
後
の
再
調
査
で
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
堰

と
連
結
し
て
堰
を
築
き
、
約
一
・
五
㎞
の
主
幹
水

路
を
建
設
す
れ
ば
、
一
〇
ヶ
村
･
約
三
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
安
定
灌
漑
が
実
現
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

実
現
す
れ
ば
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部
三
郡

（
ベ
ス
ー
ド
・
カ
マ
・
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
）計
一
万

六
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
全
域
の
安
定
を
保
障
す
る

と
共
に
、
対
岸
工
事
に
悩
ん
で
き
た
マ
ル
ワ
リ
ー

ド
堰
の
保
全
も
容
易
に
な
る
。
こ
こ
に
「
緑
の
大

地
計
画
」
が
大
詰
め
を
迎
え
た
。

②
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
流
域
の
保
全
態
勢

　

用
水
路
は
完
成
し
て
も
、
保
全
態
勢
の
確
立
が

最
大
の
難
関
だ
と
見
て
い
る
。
一
一
年
度
は
、
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
を
襲
っ
た
ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷
（
取
水

口
か
ら
約
五
五
〇
ｍ
地
点
）の
鉄
砲
水
で
用
水
路
約

二
〇
ｍ
が
破
壊
さ
れ
、
送
水
が
三
週
間
中
断
し
た
。

　

洪
水
通
過
路
の
幅
を
倍
増
し
、
積
年
の
懸
案
を

払
拭
し
た
。
だ
が
、
こ
の
災
害
で
流
域
農
民
は
危

機
感
を
共
有
し
、
協
力
態
勢
を
強
め
た
。
二
五
・

五
㎞
全
域
で
、
浚
渫
作
業
を
各
村
が
担
い
、
定
例

行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
貧
し
い
村
々
を
主
眼
に
分
水
路
の
整
備
、

揚
水
水
車
の
設
置
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
各
村
会
と

協
力
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
政
治
に

対
す
る
あ
き
ら
め
と
、
支
援
が
及
ば
ぬ
現
実
が
あ

る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
外
国
支
援
の
期
待
感
が
薄

れ
る
に
つ
れ
、
自
力
更
生
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い

る
。

表３　現在までの植樹総数 ( 種類別・2003 年から 2012 年５月まで )

樹種 主な場所  2003 ～
07 年

2008 年  2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 
（5月まで）

合計

ヤナギ 開水路内法（用水路内側） 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 18,850 421,725
クワ 開水路外法（　〃　外側） 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 23,190 
オリーブ 開水路外法（　〃　外側） 2,000 0 840 0 0 0 2,840 
ユーカリ 河川護岸壁 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 14,163 91,075 
ビエラ ガンベリ沙漠（養蜂用） 0 300 600 1,165 165 1,420 3,650 
ガズ ガンベリ沙漠（砂防林） 0 15,100 71,300 14,356 9,887 17,028 127,671
ポプラ ガンベリ沙漠（木材用） 0 0 0 4,900 10,786 1,850 17,536 
グラスキ モスクなど建物の庭 0 0 0 60 195 300 555
ザクロなどの果樹 ガンベリＰＭＳ農園 600 0 0 193 0 6,034 6,827
その他 0 0 0 132 190 412 734

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 60,349 695,803

カシコート護岸。川幅を狭めていた旧堤防を撤去し、２段の新堤防を築
造中。９基の水制を護岸壁に密着させる（2012 年 4 月 )
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当
分
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
水み

ず

主ぬ
し

の
役

割
を
担
い
、
小
水
利
施
設
な
ど

を
整
備
し
、
流
量
調
整
や
村
落

間
抗
争
を
収
め
る
。
公
的
機
関

に
よ
る
管
理
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。

　

シ
ギ
地
域
の
灌
漑

　

シ
ギ
村
落
群
は
ク
ズ
ク
ナ
ー

ル
郡
の
約
半
分
を
占
め
る
。
シ

ギ
取
水
口
は
長
く
荒
廃
し
て
い

た
が
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

が
開
通
す
る
と
大
半
の
農
地
を

回
復
し
た
も
の
の
、
隣
接
す
る

シ
ェ
イ
ワ
村
落
群
と
の
抗
争
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
地
勢
上
、
平
皿
状
の
低
地
を
通
過
し
て

送
水
さ
れ
る
た
め
、
湿
害
の
発
生
が
起
き
や
す
い

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ギ
上
流
側
は
ク
ナ
ー
ル

河
の
小
取
水
口
か
ら
直
接
潤
し
、
下
流
側
は
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
用
水
路
末
端
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
経
由

で
送
水
す
れ
ば
解
決
す
る
。
だ
が
、
沙
漠
西
端
の

幅
広
い
自
然
洪
水
路
に
阻
ま
れ
て
、
計
画
が
棚
上

げ
さ
れ
て
い
た
。

　

一
一
年
一
一
月
、
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
渇
水
が

深
刻
と
な
り
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
も
一
時
水

不
足
に
陥
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
手
掛
け
た
シ
ェ
イ
ワ

取
水
口
も
河
道
変
化
で
涸
れ
、
シ
ェ
イ
ワ
・
シ
ギ

間
で
激
し
い
対
立
が
起
き
た
。

　

元
来
、
こ
の
取
水
口
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

を
補
足
す
る
た
め
に
修
復
さ
れ
、
シ
ギ
な
ど
の
他

の
村
落
も
恩
恵
に
浴
す
る
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

シ
ェ
イ
ワ
の
水
番
が
適
切
な
水
量
調
節
を
行
わ
ず
、

他
の
村
々
を
考
慮
し
な
か
っ
た
の
で
、
気
ま
ぐ
れ

な
送
水
で
湿
害
が
起
き
、
渇
水
と
な
れ
ば
真
っ
先

に
被
害
を
受
け
た
。

　

一
一
年
一
一
月
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
多
大
の
労
力
を
割

い
て
旧
河
道
約
八
〇
〇
ｍ
を
、
四
回
目
の
工
事
で

回
復
し
、
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
を
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
直
接
管

理
下
に
置
い
た
。
し
か
し
、
対
立
は
根
深
く
、
シ

ギ
住
民
は
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
の
共
有
を
頑
な
に

拒
否
、
河
道
さ
え
も
別
に
す
る
こ
と
を
主
張
し

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
現
場
に
集
結
し
て
圧
力
を
か
け

る
住
民
を
一
喝
、
河
道
を
共
有
し
て
無
駄
を
省
く

べ
く
説
得
、
予
定
工
事
を
断
行
し
た
が
、
取
水
門

は
、
や
む
を
得
ず
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
に
隣
接
し
て

新
設
す
る
計
画
を
立
て
た
。
一
方
で
、
一
二
年
四

月
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
経
由
の
送
水
の
た
め
、
二
五

〇
ｍ
の
洪
水
路
横
断
サ
イ
フ
ォ
ン
が
着
工
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
同
士
の
対
立
は
解
消
し
た

が
、
ア
フ
ガ
ン
農
村
を
束
ね
る
こ
と
が
容
易
で
な

い
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が

現
地
と
一
体
化
し
、
地
縁
社
会
の
重
要
な
構
成
員

と
な
る
以
外
に
道
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

実
際
的
な
処
置
を
通
じ
て
の
み
、
現
地
の
結
束
が

実
現
す
る
。
実
事
業
そ
の
も
の
が
「
自
立
定
着
村

構
想
」
の
基
礎
だ
と
い
え
よ
う
。

３
．
農
業
・
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
試
験
農
場
は
現
在
、
約
四
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
開
墾
さ
れ
て
い
る
が
、
一
一
年
度
は
猛
烈
な

砂
嵐
に
見
舞
わ
れ
て
中
断
し
た
。
防
砂
林
の
拡
張

の
必
要
が
痛
感
さ
れ
、
植
林
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

こ
の
た
め
に
給
水
塔
二
基
を
建
設
、
四
㎞
に
及
ぶ

林
が
保
全
・
拡
張
さ
れ
て
い
る
。

　

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
開
墾
可
能
地
は
、
全
体
で
約

一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
隣
接
す
る
村
落
間
で
一
応
の

縄
張
り
が
で
き
、
現
在
の
と
こ
ろ
安
定
し
て
い
る
。

表４　2011年度現地派遣ワーカー

1 村井光義 事務・現地連絡員 2005年3月～

2 村上　楽 医師 2011年10月～ 2012年４月

ガンベリ沙漠の防砂林。幅 100m 以上、長さ 4km（2012 年 4 月）
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Ｐ
Ｍ
Ｓ
ぬ
き
に
開
墾
が
で
き
な
い
の
で
、
他
の
勢

力
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
介
し
て
ま
と
ま
り
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
で
は
最
も
治
安
の
良
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
一
一
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
植
樹

は
一
一
七
、
〇
二
八
本
で
、
〇
三
年
か
ら
一
二
年

五
月
ま
で
の
総
植
樹
数
は
約
七
〇
万
本
に
達
し
た

（
別
表
３
参
照
）。
そ
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
活
着
、

枯
れ
た
も
の
は
補
植
し
て
い
る
。

４
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣
・
そ
の
他

　

一
一
年
度
は
、
別
表
４
の
ワ
ー
カ
ー
が
事
業
に

参
加
し
た
。
し
か
し
、
治
安
情
勢
を
考
慮
し
、
現

場
に
中
村
一
名
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
に
村

井
一
名
で
臨
ん
で
い
る
。

　

一
二
年
二
月
一
八
日
、
カ
シ
コ
ー
ト
・
サ
ル
バ

ン
ド
村
の
作
業
地
で
、
米
軍
ヘ
リ
が
突
然
旋
回
し

て
女
子
学
童
を
機
銃
掃
射
、
一
六
名
が
重
軽
傷

（
う
ち
重
傷
六
名
）を
負
い
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
救
援
活

動
を
行
っ
た
。
父
兄
や
教
師
か
ら
懇
請
が
あ
り
、

防
止
の
た
め
の
校
舎
建
設
（
約
一
六
〇
名
収
容
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
秋
の
用
水
路
工
事
期
間

に
資
機
材
を
輸
送
し
て
始
め
る
。

　

年
度
報
告
に
述
べ
た
通
り
。

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
関
係
で
は
、
流
域
農
民

の
結
束
で
保
全
態
勢
を
築
く
こ
と
が
最
大
の
課
題

と
な
る
。
そ
の
他
農
地
開
拓
、
小
水
利
施
設
、
給

排
水
路
整
備
、
植
樹
等
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の

連
続
。
小
水
利
施
設
の
中
で
は
、
シ
ギ
村
落
群
へ

の
サ
イ
フ
ォ
ン
建
設
、
流
域
の
最
貧
困
地
帯
の
カ

ン
レ
イ
村
の
揚
水
水
車
設
置
が
大
き
な
も
の
で
あ

る
。

　

一
〇
年
に
予
定
し
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
門
の

全
面
的
改
修
は
、「
カ
シ
コ
ー
ト
以
後
」
と
な
る
。

一
三
年
度
に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　

全
体
で
は
カ
シ
コ
ー
ト
取
水
堰
･
主
幹
水
路

一
・
五
㎞
、
同
護
岸
工
事
が
規
模
と
し
て
は
大
き

く
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
共
同
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
で
最
大
の
難
工
事
と
な
る
が
、
実
現
す

れ
ば
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
と
一
体
化
さ
れ
、
両
岸

の
安
定
を
も
た
ら
す
。

　

女
子
学
童
校
舎
は
、
河
川
工
事
が
難
航
す
れ
ば

延
期
が
あ
り
得
る
。

中な
か

村む
ら

　
哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現

地
で
は
内
科
・
外

科
も
こ
な
す
）。
国

内
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ク
ト
ゥ

ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）の
州
都
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
八
年
に
わ
た
り

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し

た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年

か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開

始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療

所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診

療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス

タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡

回
診
療
も
開
始
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の

た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヶ
所
以
上
）事
業

を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大

地
計
画
」
を
継
続
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月
全
長

二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し
た
。
年
間
診
療
数

約
五
万
二
千
人
（
二
〇
一
一
年
度
）。

二
〇
一
二
年
度
の
計
画

ザクロの挿し木。ザクロはアフガンの名物のひとつ。
第二農場で 6000 本を挿し木した（2012 年 2 月）
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19,539.1

16,944.2
(86.7％)

42,405.2

40,287.3
(95.0％)

●2011年度事業額（支出ベース）
195,391,128円

   未使用切手、書き損じ葉書の寄付
寄付いただいた件数
未使用切手枚数
　　同　　　　金額
書き損じ葉書枚数
　　同　　　　金額
　　合  計  金  額　
    ＊会報発送費用の節約になっています。

一般会計（単位：円）
［収入の部］
１　会費・寄付
２　補助金等
４　利息雑収入
５　収益事業収入
　　年度収入計
　　前年度繰越
　　収　入　計

収益事業会計  　
［収入の部］
　書籍売上
　DVD売上
　雑収入
　売上収入計
［経費の部］
　書籍等原価
　販売費
　雑損失
　租税公課
　経費合計
　当期収益（一般会計に繰入）

289,478,473
0

313,837
748,136

290,540,446
62,202,321

352,742,767
　

1,631,631
996,050
374,047

3,001,728

1,707,867
189,000
11,025

345,700
2,253,592

748,136

169,442,246
0

161,281,183
983,268

5,769,825
1,407,970
7,456,259

18,492,623
195,391,128
100,000,000
57,351,639

352,742,767

②
③

寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙面の都合上、割愛させていただきます。
期間　2011年4月～2012年3月

0

2000

4000

6000

8000

10000

19981997199619951994199319921991

万円

8,889.08,797.78,250.0
7,503.5

5,339.0

3,089.1

7,292.77,131.7

1,322

98

2,202

114

2,722

159

3,096

191

3,503

145

3,283

150

2,968

221

3,432

135

個人会費
寄付件数
団体寄付件数

8,356.1
(94.0％)8,292.1

(94.3％)7.739.6
(93.8％)

6,983.7
(93.1％)4,994.1

（93.5％）

2,684.5
（86.9％）

6,629.6
(93.0％)

8,134.4

1999

3,279

172

6,836.4

2000

3,467

176

29,462.4

27,358.4
(92.9％)

2001

59,478

689

27,037.9

24,907.0
(92.1％)

2002

21,167

1,730

22,802.4

20,482.0
(89.8％)

2003

18,079

1,275

6,697.4
(91.8％)

7,080.0
(87.0％) 6,044.7

(88.4％)

事業額

現地活動費
（割合）

［支出の部］
１　現地協力費
　　うちＰＭＳ運営費
　　　アフガン事業費
　　　ワーカー費
　　　渡航費
　　　国内活動費
２　広報費
３　事務局費
　　年度支出計
　　基金に繰入
　　次年度繰越
　　支 　出 　計    　

30000

40000

50000

20000

50,841.5

48,092.7
(94.6％)

15,119

953

2004

36,413.9

34,995.2
(96.1％)

18,449

932

2005

50,000,000
100,000,000
150,000,000

「いのちの基金」残高  
期首残高
一般会計から繰入
期末残高

事務局費
18,492,623（9.5%）

35,852.6

34,286.2
(95.6％)

19,027

903

2006

①

④

⑤
⑥

①
個
人
会
費
寄
付（
個
人
１
８
、３
０
１
件
／
団
体
７
１
９
件
）

②
農
業
用
灌
漑
用
水
路
建
設

③
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等　

④
カ
レ
ン
ダ
ー
印
税
、写
真
使
用
料
、送
料
収
入　

⑤
売
掛
回
収
不
能
額

⑥
事
業
所
税
等

1,250件
32,473枚

3,634,796円相当
58,142枚

2,751,116円相当
6,385,912円相当 現地活動費

169,442,246（86.7％）

19,248

910

2007

46,701.6

45,121.6
(96.6％)

22,343

990

2008

広報費
7,456,259（3.8%）

1991～2011（年度）

25,418.3

22,702.4
(89.3％)

20,432

851

2009

34,308.6

30,876.1
(90.0％)

21,238

956

2010

18,301

719

2011

2011年麿の主な収支

［ 事業規模（寄付件数•事業額）の推移
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大
き
な
誇
り

　

私
の
履
歴
を
語
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
最
大
の
敬

意
を
こ
め
、
そ
し
て
大
き
な
誇
り
を
も
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ

に
参
加
し
た
経
緯
か
ら
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私

は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
頂
い
た
事
を

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
が
始
ま
っ
た
の
は
一

九
九
九
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
Ｐ
Ｍ
Ｓ

病
院
で
の
こ
と
で
、
当
時
は
外
来
患
者
の
事
務
担
当

で
し
た
。
私
の
業
務
の
主
な
目
的
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
円
滑

な
運
営
に
努
め
る
こ
と
で
し
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
主
に
ら
い
（
ハ
ン
セ

ン
病
）患
者
と
貧
困
層
の
診
療
を
目
的
と
し
た
病
院

で
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
診
療
も
し
て
お
り
、
毎

日
二
五
〇
〜
三
〇
〇
人
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

無
料
の
検
査
・
投
薬
・
外
来
診
察
を
提
供
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
助
け
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
ベ
ッ
ド
七
〇
床
を
擁

し
、
て
ん
か
ん
や
ら
い
に
類
似
し
た
疾
患
の
治
療
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

時
に
は
末
期
患
者
の
た
め
に
も
使
用
さ
れ
、
貧
し

い
難
民
の
苦
労
を
軽
減
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
日
々
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
を
感
じ
な
が

ら
登
録
簿
に
患
者
の
記
録
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

　

三
年
後
、
外
来
受
付
の
仕
事
に
移
り
ま
し
た
。
こ

の
業
務
も
ま
た
患
者
に
奉
仕
し
、
か
つ
円
滑
な
診
療

に
貢
献
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
、
二
年
間

勤
め
ま
し
た
。
実
に
大
勢
の
患
者
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
押
し

寄
せ
ま
し
た
。

　

食
糧
配
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
患
者
へ
の
薬
の
処
方
は
無
料

で
し
た
の
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
在
住
の
特
に
貧
し
い

ア
フ
ガ
ン
難
民
は
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
ま
で
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
患
者
も
多
く
い
た
の
で
、
ら
い
多
発
地
＝

医
療
過
疎
地
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
や
チ
ト
ラ
ル
の

ラ
シ
ュ
ト
と
い
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
辺
境
地
の
貧
し
い

農
村
地
域
に
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
運
営
に
あ
た
り
、

私
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
診
療
所
で
は
外
来

診
療
を
行
い
、
同
地
域
の
貧
し
い
住
民
に
質
の
良
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
彼
ら
の
生
活
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
私
自
身
こ
の
目
で
確
認
し
ま

し
た
。

　

私
は
か
ね
て
よ
り
貧
し
い
人
々
に
奉
仕
す
る
こ
と

に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年

一
〇
月
か
ら
お
よ
そ
一
五
万
人
の
人
々
に
ギ
ー
（
調

理
油
）や
小
麦
粉
を
配
布
し
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
食
糧
配
給

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
、
養
う
べ
き
家
族
を
抱
え
困
窮
状
態
に
あ
っ

た
人
々
を
大
い
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ

ザ
ー
ル
で
の
物
価
上
昇
に
多
く
の
人
々
が
困
っ
て
い

ま
し
た
が
、
最
も
貧
し
い
人
々
、
死
に
瀕
し
か
ね
な

い
飢
餓
状
況
に
あ
る
人
々
か
ら
援
助
し
て
い
く
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

　

そ
の
後
様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所

信
じ
ら
れ
な
い

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
工　

　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員

　
　

ア
ジ
ズ
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

右がアジズ・ウル・ラフマン氏（左は会計担当ハニフラ氏、カシコート
にて）
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も
ド
ク
タ
ー
中
村
の
拠
点
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
移
る
こ
と
と
な
り
、
ま
も
な
く
私

は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
の
現
地
事
務
所
に
職

場
が
変
わ
り
ま
し
た
。
同
工
事
は
ジ
ャ
リ
バ
バ
か
ら

始
ま
り
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
に
と
っ
て
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
灌
漑
な
ど
あ
り
得
な
い
と
思

わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
我
々
は
ま
さ
に
必
死
で
働

き
、
三
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
給
水
で
き
る

水
路
を
建
設
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
同
地
域
の

土
地
の
価
値
も
上
が
り
、
工
事
開
始
前
は
一
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
一
万
五
千
ア
フ
ガ
ニ
（
一
ア
フ
ガ
ニ
＝

一
・
七
円
）だ
っ
た
地
価
が
、
工
事
開
始
後
に
は
五

〜
六
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
中
村
が
始
め
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
水
路
建
設
に
よ

り
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
ま
で
水
が
届
き
、
そ
こ
で
一

千
ジ
ェ
リ
ブ
（
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
土
地
が
潤

い
、
作
物
が
育
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に

何
万
本
も
の
樹
木
を
植
え
て
防
護
林
と
す
る
植
林
事

業
が
現
在
も
続
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
何
千
人
も
の
住
民
に
雇
用
機
会

が
与
え
ら
れ
、
仕
事
に
没
頭
で
き
る
お
か
げ
で
自
爆

テ
ロ
や
爆
破
行
為
な
ど
非
道
な
行
為
に
走
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
変
化

　

こ
こ
で
の
私
の
職
務
は
事
務
業
務
、
現
場
作
業
員

と
の
連
絡
業
務
、
現
場
で
起
き
る
諸
問
題
の
解
決
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
直
面
す
る
問
題
を
地
方
政
府
と
連

携
し
て
解
決
す
る
こ
と
、
大
勢
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
現
場
ス

タ
ッ
フ
の
監
督
な
ど
で
す
。

　

忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業

に
よ
っ
て
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
現
地
住
民

へ
の
経
済
効
果
で
す
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て

と
て
も
大
事
な
生
活
の
変
化
で
す
。
こ
の
水
路
に
よ

っ
て
水
が
得
ら
れ
る
お
か
げ
で
、
住
民
は
村
を
捨
て

て
他
所
に
移
ら
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
開
始
後
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル

の
住
民
が
、
自
分
た
ち
も
水
路
建
設
に
参
加
し
て
取

水
口
を
設
置
し
水
不
足
を
解
消
し
た
い
と
申
し
入
れ

て
き
ま
し
た
。
自
然
の
摂
理
に
よ
っ
て
水
位
が
低
下

す
る
冬
季
は
、
多
く
の
人
が
思
う
よ
う
に
作
物
を
栽

培
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
住
民
の
た
め
に

〇
七
年
に
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
の
三
ヶ
月
後
に
完
成
し
、
現
在
は
冬
季
で
も
安
定

し
た
取
水
が
可
能
で
、
作
物
が
栽
培
で
き
る
よ
う
に 2010 年夏の大洪水で折れたカシコート橋

D 調節池の水門横のぶどう棚
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な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
の
お
陰
で
、
ク
ナ

ー
ル
河
の
水
位
が
上
下
し
て
も
住
民
た
ち
は
問
題
な

く
農
地
で
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

　
　

ベ
ス
ー
ド
取
水
堰
の
意
義

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
行
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
事
業
に
つ
い

て
も
う
少
し
書
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
立
派

で
美
し
い
マ
ド
ラ
サ
（
学
校
）と
モ
ス
ク
及
び
寄
宿

舎
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
厨
房
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
建
設
事
業
は
〇
七
年
に
着
工
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
貧
し
い
人
々
の
た
め
、
そ
し
て
子
ど

も
ら
の
教
育
の
た
め
に
行
わ
れ
た
奉
仕
事
業
の
最
良

の
事
例
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
カ
マ
郡
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
大
変
重
要
な

穀
倉
地
帯
で
、
水
さ
え
十
分
に
あ
れ
ば
様
々
な
穀
物

や
野
菜
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
地
域
で
す
。
Ｐ
Ｍ

Ｓ
は
こ
こ
の
二
ヶ
所
に
頑
丈
な
取
水
口
を
建
設
、
現

在
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
家
族
が
別
の
土
地
に
避
難
し
な

く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
経
済
状
況
も
良
く
な
り
、

住
民
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
一
年
に
は
同
州
ベ
ス
ー
ド
郡
の
貧
し
い
住
民
の

た
め
に
取
水
口
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま

で
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
建
設
し
た
も
の
の
中
で
最
も
基
本
的

か
つ
最
良
の
取
水
口
で
、
現
在
少
な
く
と
も
農
地
二

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ベ

ス
ー
ド
住
民
の
生
活
は
改
善
さ
れ
、
収
入
も
以
前
の

二
倍
に
増
え
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
彼
ら
の
生
活

が
大
幅
に
向
上
す
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ
ま
す
。　

　

最
後
に
、
ベ
ス
ー
ド
の
護
岸
工
事
の
こ
と
に
触
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
ク
ナ
ー
ル
河
が
氾
濫
し
て
農
地
が

破
壊
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
た
め
長
年
同
地
域
の
農

民
が
望
み
、
何
と
か
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
も
の
で

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
着
工
後
、
こ
の
護
岸
が
も
た
ら

す
恩
恵
と
今
後
洪
水
被
害
か
ら
守
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
地
域
住
民
は
我
々
の
職
場
環
境
を
改
善
し
た

り
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
な
ど
、
惜
し
み
な
い
援

助
と
協
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
業
現
場
に
赴
く
職

員
に
も
今
で
は
武
装
し
た
者
が
同
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
活
動
地
の
ま
わ
り
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
っ
た
と
し
て
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
特
定
の
思
想
や
政
治

的
団
体
を
益
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
活
動
の
唯

一
の
目
的
は
ア
フ
ガ
ン
国
内
外
の
困
窮
す
る
人
々
を

助
け
、
彼
ら
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
組
織
を
結
成
し
、
そ
の

基
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
い
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
人
の
命
を
救
い
、

彼
ら
が
難
民
に
な
ら
な
い
よ
う
貢
献
し
て
来
て
下
さ

っ
た
皆
様
に
神
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

困
窮
す
る
ア
フ
ガ
ン
人
を
助
け
、
救
っ
て
く
だ
さ

っ
た
日
本
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
の
中
に
万
一

誤
記
が
あ
っ
た
場
合
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

ベスード護岸－石出し水制群。40m の水制にダンプカー 500 台を投入した
（2011 年 11 月）

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊ 

ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込

み
用
紙
は
、
郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
が
届
き
ま

す
の
で
、
文
字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て

判
読
し
づ
ら
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書

で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
大

変
助
か
り
ま
す
。
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一
〇
代
で
発
病

　

私
は
サ
マ
ン
ガ
ン
州
出
身
モ
ハ
マ
ッ
ド
ウ
ラ
ー
の

息
子
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
た
の
は

一
九
六
八
年
で
、
家
族
は
母
と
姉
が
一
人
い
ま
す
。

　

父
が
他
界
し
て
か
ら
は
叔
父
と
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
厳
し
い
生
活
状
況
に
あ
っ

た
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
一
〇
代
の
時
に
痛
み
を
伴

わ
な
い
皮
膚
の
異
変
に
気
付
き
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で

治
療
を
受
け
る
た
め
に
パ
キ
ス
タ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
・
ら
い
（
ハ
ン
セ
ン

病
）セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
、
ら
い
と
診
断
さ
れ
て
投

薬
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ら
い
病
棟
を
も
つ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
転
送
さ
れ
ま
し
た
。
二
ヵ
月
後
、

ら
い
病
棟
か
ら
退
院
し
て
今
後
は
自
宅
で
治
療
を
続

け
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
当
時
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
戦
争
中
で

荒
廃
し
て
い
て
、
故
郷
に
戻
る
の
は
困
難
な
状
況
で
し

た
。
そ
こ
で
ド
ク
タ
ー
中
村
に
相
談
す
る
と
、「
そ
れ

な
ら
、
ら
い
病
棟
の
患
者
の
世
話
を
し
な
が
ら
ミ
ッ
シ

ョ
ン
病
院
で
治
療
を
続
け
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
病
棟
で
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
や
ア

フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
徐
々

に
ら
い
患
者
の
世
話
に
関
す
る
知
識
を
蓄
え
て
行
き
ま

し
た
。

　

医
療
補
助
ス
タ
ッ
フ
に

　

ほ
と
ん
ど
の
入
院
患
者
は
体
が
自
由
に
動
か
な
か

っ
た
の
で
、
患
部
へ
の
薬
の
塗
布
を
手
伝
っ
た
り
、

傷
の
治
療
や
食
事
の
介
助
、
ら
い
患
者
用
の
サ
ン
ダ

ル
製
作
の
訓
練
な
ど
を
続
け
ま
し
た
。
二
年
間
の
治

療
が
完
了
し
て
健
康
に
な
っ
て
か
ら
は
、
医
療
補
助

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
病
院
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
〇
八
年
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
情
勢
が
悪
化
し
た

た
め
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
転
任

し
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
患
者
の
世
話
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が

農
業
・
飲
料
水
供
給
・
灌
漑
事
業
・
医
療
な
ど
様
々

な
分
野
で
活
動
し
、
貧
し
く
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
を
助
け
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ド
ク
タ
ー
中
村
と
日
本
の
皆
さ
ん
に
ひ
と

つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
と
か
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
ら
い
セ
ン
タ
ー
を
一
箇
所
開
設
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ら
い
治
療
の
経

験
が
豊
富
で
す
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
ら
い
セ

ン
タ
ー
が
ひ
と
つ
も
な
い
か
ら
で
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

治
療
続
け
な
が
ら

 
医
療
ス
タ
ッ
フ
に　

　
　
　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
・
看
護
助
手

　
　
　
　
　
　
　

ア
ブ
ド
ゥ
ラ

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊ 

当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」

で
す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て

は
税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め

ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

診療所で子供の体重測定中のアブドゥラ看護助手
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全
職
員
は
一
一
三
名

　

今
回
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
地
事
業
実
施
団
体
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
（Peace 

Japan M
edical Services　

平
和
医
療
団
日
本
）と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

全
職
員
一
一
三
名
の
う
ち
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務

所
で
働
く
職
員
（
事
務
・
会
計
、
運
転
手
、
修
理
工
、

コ
ッ
ク
、
門
衛
）は
約
三
〇
名
。
主
な
仕
事
に
政
府
・

日
本
へ
事
業
報
告
、
政
府
・
地
域
住
民
と
の
渉
外
、

資
機
材
手
配
、 

現
場
作
業
員
管
理
、
車
両
管
理
、
会

計
が
あ
り
ま
す
。

　

事
務
所
は
政
府
か
ら
一
〇
年
間
無
料
で
借
り
て
い

る
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
六
年
前
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　

事
務
・
会
計
を
担
当
し
て
い
る
職
員
は
、
バ
ザ
ー

ル
で
物
品
購
入
、
政
府
へ
の
書
類
提
出
、
工
事
現
場

視
察
、
給
与
配
布
な
ど
で
日
中
は
殆
ど
事
務
所
に
い

ま
せ
ん
。
広
い
敷
地
に
は
、
資
機
材
置
き
場
、
倉
庫
、

洗
車
場
、
車
両
修
理
場
、
給
油
所
、
畑
、
職
員
た
ち

の
寄
付
で
建
て
た
モ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

隣
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
資
材
（
セ
メ
ン
ト
、
鉄
筋
、

蛇
籠
用
針
金
）は
、
市
場
で
の
在
庫
や
価
格
が
不
安

定
な
た
め
、
あ
る
程
度
手
元
に
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

重
機
は
一
三
台
、
車
両
二
四
台

　

五
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
広
範
囲
で
土
木
工
事
を
し
て
い

る
の
で
、
ダ
ン
プ
カ
ー
や
ユ
ン
ボ
（
掘
削
機
）な
ど

の
重
機
を
一
三
台
、
普
通
車
両
な
ど
を
二
四
台
所
有

し
て
い
ま
す
。
支
出
に
占
め
る
割
合
も
大
き
い
た
め
、

燃
料
管
理
や
適
切
な
修
理
は
重
要
で
、
給
油
や
修
理

は
事
務
所
内
で
行
い
ま
す
。
軽
油
（
タ
ン
ク
容
量
二

万
リ
ッ
ト
ル
）は
一
カ
月
半
、
ガ
ソ
リ
ン
（
タ
ン
ク

容
量
五
千
リ
ッ
ト
ル
）は
三
カ
月
で
消
費
さ
れ
ま
す
。

　

修
理
工
は
エ
ン
ジ
ン
を
組
み
立
て
る
こ
と
も
で
き

る
程
の
技
術
と
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
達
だ
け

で
修
理
が
困
難
な
場
合
は
、
バ
ザ
ー
ル
の
修
理
工
を

事
務
所
に
呼
び
ま
す
。
必
要
の
な
い
修
理
や
、
正
常

部
品
の
紛
失
を
防
ぐ
た
め
、
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
一

緒
に
作
業
し
ま
す
。

　

彼
ら
は
自
動
車
修
理
だ
け
で
な
く
配
管
工
事
、
電

気
工
事
も
で
き
、
以
前
宿
舎
に
太
陽
光
発
電
装
置
を

導
入
し
た
際
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
フ
レ
ー
ム
作
成
、

設
置
、
配
線
す
べ
て
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

軽
油
を
使
っ
て
発
電
機
で
電
気
を
起
こ
し
て
い
た
の

で
初
期
経
費
は
掛
か
り
ま
し
た
が
、
二
年
間
使
用
す

る
と
元
が
取
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

季
節
野
菜
を
栽
培

　

畑
で
は
、
季
節
の
野
菜
（
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

玉
葱
、
人
参
、
大
根
、
香
草
な
ど
）を
栽
培
し
、
毎

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

私
の
日
課
は
敷
地
内
の
散
歩

 　
　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
現
地
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
光
義

ジャララバード事務所に設置される給油タンク
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食
サ
ラ
ダ
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
果
樹
（
柿
、

杏
、
無
花
果
、
柑
橘
類
な
ど
）も
育
ち
、
芝
生
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
植
物
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た

私
も
、
自
分
で
植
え
て
み
る
と
愛
情
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

　

私
の
日
課
は
敷
地
内
の
散
歩
で
す
。
日
頃
の
運
動

不
足
を
顧
み
て
の
こ
と
で
す
が
、
職
員
と
の
会
話
は

関
係
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
資
機
材
を
見

渡
す
こ
と
は
現
場
か
ら
の
発
注
対
応
に
役
立
ち
、
植

物
の
生
長
に
太
陽
と
水
の
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

副
院
長
が
飼
っ
て
い
る
二
匹
の
犬
も
眺
め
て
い
る
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

皆
で
ア
イ
デ
ィ
ア

　

先
月
、
強
い
日
差
し
に
よ
っ
て
車
両
が
傷
む
の
を

防
ぐ
た
め
、
運
転
手
や
修
理
工
の
強
い
要
望
で
、
屋

根
付
き
駐
車
場
を
皆
で
作
り
ま
し
た
。
車
両
の
壊
れ

た
部
品
な
ど
の
鉄
屑
、
オ
イ
ル
の
空
容
器
、
古
タ
イ

ヤ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
売
却
し
、
そ
の
費
用
に
充
て
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
と
共
通
の
も
の
を
見
て
、
一
緒

に
考
え
る
中
で
、
皆
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野菜や果物の畑があるジャララバード事務所の庭

よく手入れされたジャララバード事務所の前庭

完成した給油所
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ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
現
地
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
活
動
し
て
い
た
西
野
で
す
。

　

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
既
に
四
年

半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
半
年
ほ
ど
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
活
動
し
た
後
、
現
在
は
東
京
で
救
急
医
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、

仲
間
に
恵
ま
れ
、
楽
し
か
っ
た
事
ば
か
り
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
が
、
肝
心
の
医
療
の
面
で
は
至
ら
な
か
っ

た
点
が
多
々
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
で
の
活
動
時
代
、「
こ
こ
で
は
対
応
で
き

な
い
」
と
自
分
に
言
い
訳
し
て
い
る
だ
け
で
、
実
際

は
「
自
分
に
は
対
応
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
患
者
さ

ん
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
の
悔
し
い
経

験
か
ら
、
少
し
で
も
自
分
の
医
師
と
し
て
の
幅
を
広

げ
た
い
と
思
い
、
小
児
科
医
か
ら
救
急
医
へ
の
道
を

選
択
し
ま
し
た
。
日
本
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
自
分
が

ど
れ
だ
け
医
師
と
し
て
成
長
し
た
か
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
今
な
ら
あ
の
人
に
は
対
応

で
き
た
と
か
、
あ
の
時
は
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

会
報
で
現
在
も
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
変
わ
ら
ず
診
療

活
動
を
続
け
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
を
見
る
と
、
ま
た
い

つ
の
日
か
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診

療
所
を
よ
り
良
い
診
療
所
に
し
て
い
く
過
程
に
参
加

し
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
ま
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
帰
国
後
、
家
庭
を

持
ち
現
在
は
二
児
の
父
親
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
は
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
常
に
家
族
を
大
切
に
し
、
地

域
の
た
め
に
一
途
に
働
き
続
け
る
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
姿
を
手
本
と
し
、
今
は
新
し
い
立
場
で
自
分

の
役
割
を
務
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

最
後
に
、
中
村
先
生
を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
、
事
務

局
お
よ
び
会
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
い
た
こ
と
を

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
近
況
報
告

悔
し
い
経
験
か
ら

　
救
急
医
の
道
へ

　
　
　
　
　
　
　

元
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ワ
ー
カ
ー
・
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野
恭
平

9

　
「
カ
ー
ブ
ル
な
ん
だ
か
ら
…
」　
甲
斐
大
策

　

四
月
末
の
金
曜
日
、
早
曉
の
カ
ー
ブ
ル
を
霧
が
包
ん
だ
。
季

節
は
変
わ
る
。

　

ハ
ジ
・
ヤ
ナ
ル
は
、
こ
の
街
に
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
根
を
下

ろ
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
一
族
、
六
代
目
の
長
老
で
あ
る
。
旧
市
街
の

チ
ャ
ハ
ル
・
チ
ャ
タ
市
場
角
地
に
百
年
近
く
続
く
二
階
建
て
の

チ
ャ
イ
ハ
ナ
を
所
有
、
バ
ル
フ
の
羊
に
限
る
商
い
も
し
て
き

た
。
極
上
の
羊
肉
は
旧
王
室
の
後
ろ
楯
を
も
た
ら
し
、
王
制
消

滅
後
も
四
十
年
近
く
、
国
情
の
激
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
軋
轢
な

し
に
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
地
区
で
生
き
永
ら
え
て
き
た
。

　

こ
の
日
も
ハ
ジ
は
、
プ
ル
・
イ
・
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
（
煉
瓦
橋
）

モ
ス
ク
で
朝
の
礼
拝
を
終
え
、
市
場
へ
向
か
っ
た
。

　

モ
ス
ク
を
退
出
す
る
時
、
誰
も
が
静
安
な
空
気
を
纏
っ
て
い

る
。
そ
し
て
個
々
の
俗
世
、
厳
し
い
現
実
へ
と
散
っ
て
い
く
。

　

車
の
往
来
を
気
遣
い
な
が
ら
ハ
ジ
が
大
通
り
を
渡
り
始
め
た

時
、
上
空
を
舞
う
鳩
の
群
が
一
瞬
混
乱
を
見
せ
、
同
時
に
路
上

の
人
々
も
、
空
中
を
鋭
く
貫
い
て
い
っ
た
い
く
つ
か
の
飛
行
体

を
感
じ
た
。
し
か
し
、
立
ち
止
ま
る
人
は
い
ず
、
ハ
ジ
も
真
直

ぐ
チ
ャ
イ
ハ
ナ
へ
車
道
を
渡
り
切
っ
た
。

　

カ
バ
ブ
を
焼
く
煙
が
匂
い
と
共
に
歩
道
を
包
む
。
ハ
ジ
の
弟

ハ
ッ
サ
ン
が
、
ナ
ン
の
切
れ
端
を
路
肩
に
撒
き
、
雀
た
ち
が
群

が
っ
て
い
る
。

　

ハ
ジ
が
チ
ャ
イ
ハ
ナ
の
経
営
を
ハ
ッ
サ
ン
に
委
ね
て
十
年
に

な
る
。
二
階
か
ら
は
ア
ル
モ
ニ
ア
ム
と
ラ
バ
ー
ブ
の
音
合
わ
せ

が
響
い
て
く
る
。

　
「
サ
ラ
ー
ム
、
ハ
ッ
サ
ン
、
結
婚
式
が
…
…
…
…
？
」

　
「
や
あ
サ
ラ
ー
ム
、
ハ
ジ
。
そ
う
な
ん
だ
。
午
後
一
杯
、
二

階
が
貸
し
切
り
だ
。」

　

十
七
歳
に
な
る
弟
の
長
男
が
店
頭
で
叔
父
へ
の
挨
拶
も
上
の

空
に
、
新
市
街
か
ら
届
く
ア
メ
リ
カ
製
消
防
車
の
外
洋
船
の
汽

笛
に
も
似
た
警
笛
が
去
る
方
角
、
川
向
う
、
ビ
ル
街
の
彼
方
を

見
て
い
る
。

　
「
カ
ァ
カ
ァ
（
叔
父
さ
ん
）、
ま
た
連
中
の
ラ
ン
チ
ャ
ル
（
ロ

ケ
ッ
ト
砲
）で
す
か
ね
ェ
。」

　

ハ
ジ
は
甥
の
関
心
を
無
視
、
白
い
顎
髭
を
右
手
で
し
ご
い
て

店
に
入
り
な
が
ら
呟
い
た
。

　
「
こ
こ
は
カ
ー
ブ
ル
、
…
…
…
…
カ
ー
ブ
ル
な
ん
だ
よ
。」

▼
受
領
確
認
ハ
ガ
キ
が
不
要
の
方
へ
▼

＊
お
払
込
の
際
、
受
領
確
認
ハ
ガ
キ
を
ご
不

要
の
方
は
用
紙
の
通
信
欄
の
「
不
要
」
に

○
印
を
し
て
頂
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
は
皆
様
か
ら
お

送
り
頂
い
た
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
等
で
半
分
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）
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①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
四
一　

福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇—

二
五　

上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に

お
く
。

●
事
務
局
便
り

＊
二
〇
一
一
年
度
は
、
完
工
し
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
二

五
・
五
キ
ロ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
改
修
・
給
水
路
・
排
水
路
工

事
）だ
け
で
な
く
、
カ
マ
、
ベ
ス
ー
ド
、
シ
ェ
イ
ワ
、
カ
シ
コ

ー
ト
と
多
岐
に
わ
た
る
地
域
で
、
工
事
を
行
っ
た
。
な
か
で
も

カ
マ
地
区
の
取
水
口
建
設
・
ベ
ス
ー
ド
の
護
岸
工
事
を
Ｐ
Ｍ
Ｓ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
事
業
と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
現

地
事
業
に
新
た
な
一
頁
を
開
い
た
が
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の

共
同
事
業
で
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
口
の
対
岸
カ
シ
コ
ー
ト
の
治

水
事
業
（
基
礎
工
事
・
河
道
変
更
／
秋
に
取
水
口
建
設
）に
も

取
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
将
来
ア
フ
ガ
ン
全
土
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
昨
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
、
東
日

本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
発
生
に
関
し
、
本
会
も
、
会
報
発

送
の
延
期
や
郵
便
振
り
替
え
用
紙
の
同
封
を
控
え
る
な
ど
し
て

対
応
し
た
が
、
最
終
的
な
会
費
と
寄
付
収
入
は
平
年
並
み
に
落

ち
着
い
た
。
現
地
事
業
に
つ
い
て
も
大
幅
な
計
画
縮
小
が
な
さ

れ
た
た
め
、
収
入
の
一
部
を
基
金
と
し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
い
ま
な
お
震
災
の

被
害
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
心
の
安
寧
を
お
祈
り
し
た

い
。

＊
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ア
フ
ガ
ン
に
命
の
水
を
」（
土
木
学
会
第
24
回
映

画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
を
受
賞
）は
、
約
五
千
本
を
販
売
し

数
万
人
の
方
々
に
観
て
頂
い
た
が
、
第
二
弾
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン　

干
ば
つ
の
大
地
に
用
水
路
を
拓
く　

治
水
技
術

の
７
年
」（
企
画
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
／
制
作
日
本
電
波
ニ
ュ
ー

ス
社
／
朗
読
菅
原
文
太
／
73
分
／
二
六
二
五
円
）が
発
売
に
な

っ
た
。
今
回
は
用
水
路
の
技
術
的
な
解
説
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
で
、
よ
り
深
く
現
地
事
業
を
ご
理
解
頂
け
る
作
品
に
な
っ

て
い
る
。
各
地
で
の
上
映
会
も
企
画
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

初
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
っ
た
の
が
一
九
七
二
年
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
を
知
っ
た
の
が
二
十
数
年
前
、
そ
し
て
事
務
局
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
三
年
に
な
り
ま

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
時
は
王
政
時
代
で
そ
の
翌
年

に
王
政
廃
止
、
そ
の
後
の
ソ
連
の
侵
攻
に
は
心
が
痛
み
ま
し
た
。

深
く
澄
ん
だ
青
空
、
初
め
て
経
験
し
た
す
ご
い
乾
燥
、
バ
ー
ミ

ヤ
ン
渓
谷
、
カ
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
、
お
い
し
か

っ
た
ハ
ル
ブ
ザ
（
瓜
）な
ど
本
当
に
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
一
気
に
好
き
に
な
っ

た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
活
動
さ
れ
る
中
村
先
生
が
隣
の
市
の
ご

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
何
か
お
手
伝
い
で
き
た
ら
い
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
台
所
の
仕
事
で
も
い
い
け
ど

退
職
後
の
六
〇
歳
に
は
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

や
っ
と
事
務
局
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
と
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
な
が
ら
。
感
謝
で
す
。（
Ｙ
Ｍ
）
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